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研究分野：人文学 

科研費の分科・細目：文学・日本文学 

キーワード：能面・狂言面・赤外線撮影・非破壊成分分析 

 

１．研究計画の概要 

（１）日本内外に所蔵される能・狂言面を
網羅的に調査し、赤外線デジタル撮影によっ
て、面の表裏に記される銘文、極書、印鉋、
所蔵印を判読する。 

（２）マイクロスコ－プ、ファイバーマル
チチャンネル分光器などの非破壊的手法を
用いて、木地、漆、顔料、膠着剤などの材料
を科学的に分析する。 

（３）叙上の方法によって、あらゆる年代
測定情報を集積し、能・狂言面に関する総合
的なデータベースを構築する。 

 

２．研究の進捗状況 

（１）昨年度までに、林原美術館（岡山市）、
国立能楽堂（東京都）、香川県歴史博物館、
菅浦須賀神社郷土史料館（滋賀県）、甲津原
神社（滋賀県）、三重県伊勢市通町公民館、
三重県伊勢市一色町公民館、賀多神社（三重
県鳥羽市）、大歳神社（兵庫県神戸市須磨区）、
新穂歴史民俗資料館（新潟県佐渡市）、正法
寺（新潟県佐渡市）、牛尾神社（新潟県佐渡
市）、大聖院（新潟県佐渡市）、能楽資料館（新
潟県佐渡市）、善竹忠一郎家、茂山千五郎家、
片山家（一部）、金桜神社（山梨県）、上田市
立博物館（長野県）、諏訪神社（長崎市）、善
竹忠一郎家・茂山忠三郎家・山本東次郎家・
和歌山県立博物館寄託紀州東照宮蔵面・佐賀
県立博物館寄託高取家蔵面・宗像神社（福岡
市）、ザンクトガレン民族博物館（スイス・
ザンクトガレン）、リートベルク美術館（ス
イス・チューリヒ）、リンデン州立民族博物
館（ドイツ）、ウィーン民族博物館（オース
トリア）、ギメ美術館（フランス）、アムステ
ルダム国立美術館（オランダ）、グラッシ博

物館（ドイツ）・エッセン民族博物館（ドイ
ツ）の調査を行った。 

（２）上記所蔵面の調査データに基づき、面
の表裏に記される銘文、極書、印鉋、所蔵印
を判読し、データベース作成のための基礎資
料を作成中である。 

（３）特定の面について、マイクロスコ－プ、
ファイバーマルチチャンネル分光器などの
非破壊的手法を用いて、木地、漆、顔料、膠
着剤などの材料を科学的に分析中である。 

  

３．現在までの達成度 

 ①おおむね順調に進展している。 

（理由） 

データ集積については、当初の計画以上に進
展している。データベース構築のための作業
はやや遅れているが、これは、調査によるデ
ータ集積が計画以上に進展した結果、起きた
必然的な現象であるとともに、データベース
作成にあたって、基準の統一など、確認すべ
き点が予想以上に手間取っていることが原
因である。 
 

４．今後の研究の推進方策 
（１）データ収集の継続（大英博物館、清涼
寺、本村井神社、片山家、八代市立博物館未
来の森ミュージアム・金沢能楽美術館など） 
（２）収集したデータの入力作業に力を注ぎ、
今年度中のデータベースの完成を目指す。具
体的には、面打、面の種類、製作年代ごとに
容易に検索が可能なものとする。 
（３）データベース構築の前段階として、面
の種類などの名称を統一する必要があり、研
究分担者とともに研究会を実施し、面の分類
基準の確定、面の名称や表記を統一するため
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の検討を行っていく。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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